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国語科コンテンツ実践事例
コンテンツNo.

校 種 小学校

学 年 全学年

教 科 国語科

単元名・教材名 詩を群読しよう！

指導目標 ・詩のリズムに触れリズムやテンポを楽しみながら一人ひとりがしっ

かりと声を出す。

・全員で読むことで楽しく読めることを知り、楽しく参加しようとす

る。

指導計画 国語の授業の導入やモジュール授業などで行う。

授業の流れ 添付データに □あり ■なし

①詩を楽しむ（添付データ）。

②詩を黒板に大きく映し出し、全員で画面を見ながらリズミカルに

唱える。

③黒板に映し出した詩が順に消えていくのを、追いながら読む。

（注意：ページが変わるのに時間がかかるので、ページ毎に練習をす

るのがよい。

授業のポイント コンテンツを黒板に映し出すメリットとして、全員が正面を向いて

詩を読むことができる。また、子どもたちが、姿勢を正しながら、口

を大きく開けて詩を唱えているかどうかについても教師が把握しやす

い。

４つのグループに分けて自分たちが読むところをそれぞれ練習し、

声を重ね合わせて読むときに、上手く重ね合わせるための手立てとし

て、順に消えていく言葉を追いながら、それぞれのグループが自分た

ちの読むところを読んでいく。その初めの段階で使うと、よい。慣れ

てくるにしたがってスピードが上がっていくので、慣れてきたら詩全

体を黒板に映し、自分たちのスピードに合わせて読んでいく。

授業場所 ■普通教室 □コンピュータ教室 □特別教室 □体育館 □運動場

□屋外 □その他〔 〕

授業形態 ■一斉学習 □グループ学習 □個別学習 □補習 □その他〔 〕

ICTを活用する場面 ■導入 □展開 □まとめ □その他〔発展〕

ICTを主に活用する者 ■教員 □学習者 □その他〔 〕

ICTを活用する目的 ■課題の提示 □動機付け □教員の説明資料 □学習者の説明資料

■繰り返しによる定着 □モデルの提示 □失敗例の提示

□体験の想起 □比較 □振り返り □体験の代行

□その他〔 〕

活用するICT ■コンピュータ ■プロジェクタ □スクリーン

□電子ホワイトボード □実物投影機 □デジタルカメラ □ビデオ

□インターネット ■デジタルコンテンツ □CD-ROM

□スピーカー □その他〔 〕

その他の添付データ ■あり（本来の詩・パート別群読用の詩） □なし


